
中
期
経
営
計
画
の
策
定
、

実
行
支
援
な
ど
を
行
っ
て

い
る
鍵
谷
英
二
・
日
本
生

産
性
本
部
主
席
経
営
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
話

　
経
営
理
念
の
実
現
に
向

け
て
、
ブ
レ
ず
に
、
よ
く
考
え
、
納
得
で
き
る
も
の

を
取
捨
選
択
し
、
正
し
い
こ
と
を
大
胆
に
実
行
す
る

岡
社
長
の
姿
勢
は
、
社
員
の
幅

広
い
共
感
を
得
て
い
る
。
事
業

経
営
に
は
好
循
環
と
悪
循
環
の
ど
ち
ら
か
し
か
な

い
。
好
循
環
を
つ
く
る
鍵
は
経
営
者
に
あ
る
。

　
業
績
の
良
い
と
き
に
先
を
見
た
投
資
や
コ
ス
ト
の

引
き
当
て
を
行
っ
て
い
て
、事
業
に
安
定
感
が
あ
る
。

特
定
の
取
引
先
に
依
存
し
な
い
よ
う
に
し
て
お
り
、

ム
リ
を
し
て
い
な
い
。
社
員
、
仕
入
れ
先
、
製
造
パ
ー

ト
ナ
ー
な
ど
、
す
べ
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
役

に
立
つ
こ
と
を
真
剣
に
考
え
て
実
践
し
て
い
る
。

　
社
員
の
が
ん
ば
り
に
期
待
す
る
の
で
は
な
く
、「仕

組
み
化
」
に
よ
っ
て
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
業
務
の
効

率
化
を
進
め
、
付
加
価
値
を
高
め
る
業
務
へ
の
シ
フ

ト
を
図
っ
て
お
り
、
生
産
性
は
飛
躍
的
に
上
が
っ
て

い
る
。
海
外
の
製
造
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
づ
く
り
に
も

尽
力
し
、
成
功
し
て
い
る
。
グ
ル
ー
プ
企
業
で
も
な

く
資
本
関
係
も
な
い
、
中
国
と
ベ
ト
ナ
ム
の
事
業
パ

ー
ト
ナ
ー
と
は
社
長
同
士
の
強
固
な
信
頼
関
係
を
築

い
て
お
り
、現
地
で
も
、日
本
と
同
様
に
、
経
営
理
念

の
浸
透
活
動
や
環
境
整
備
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

同
社
の
取
り
組
み
は
、
生
産
性
改
革
や
働
き
方
改
革

の
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
一
つ
に
な
る
と
思
う
。

　
中
期
経
営
計
画
の
策
定
、
実
行
支
援
の
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
を
企
業
が
受
け
る
際
に
は
、
取
り
組
み
テ

ー
マ
の
担
当
者
が
し
っ
か
り
と
当
事
者
意
識
を
持
っ

て
い
る
こ
と
が
大
前
提
だ
。
当
事
者
意
識
が
な
い
と

実
行
力
を
伴
わ
ず
、
「
絵
に
描
い
た
餅
」
に
な
る
。

経
営
ト
ッ
プ
に
は
、
理
念
（
事
業
目
的
）
で
結
ば
れ

た
良
好
な
人
間
関
係
づ
く
り
や
、
思
っ
た
こ
と
を
会

議
で
言
い
や
す
い
雰
囲
気
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
。

全員が参加する「環境整備活動」

岡
孝
行
・
オ
カ
フ
ー
ズ
代
表
取
締
役
の

話

　
環
境
整
備
を

通
し
て
、
気
付

く
力
や
改
善
す

る
力
な
ど
、
社

会
人
と
し
て

の
基
礎
力
が

身
に
付
く
。
掃
除
を
す
る
こ
と
で
、

誰
で
も
「
キ
レ
イ
に
で
き
た
」
と
い

う
変
化
を
具
体
的
に
実
感
で
き
る
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
組
織
改
革
の
よ

う
な
大
き
な
変
化
を
す
ぐ
に
は
起
こ

せ
な
い
人
で
も
確
実
に
変
化
を
体
感

で
き
る
。
結
果
も
す
ぐ
わ
か
り
、
そ

れ
が
喜
び
に
つ
な
が
る
。
環
境
整
備

は
「
小
さ
な
成
功
体
験
を
積
み
重
ね

る
仕
組
み
」
に
な
っ
て
い
る
。

　
当
社
で
は
、
「
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
の
役
に
立
つ
」
を
経
営
理
念
に
掲

げ
て
い
る
。
「
役
に
立
つ
」
と
は
、

①
利
他
の
心
で
、
②
主
体
的
に
考
え
、

自
主
的
に
行
動
し
、
③
自
己
の
成
長
を

通
じ
て
、
④
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
喜

ん
で
い
た
だ
き
、
⑤
結
果
と
し
て
の
売

上
（
支
持
）
と
利
益
（
力
）
の
向
上
と

社
員
の
物
心
両
面
で
の
幸
福
を
も
た
ら

す
活
動
の
こ
と
だ
と
定
義
し
て
い
る
。

　
理
念
を
重
視
す
る
自
身
の
想
い
を
社

内
に
浸
透
さ
せ
る
た
め
に
「方
針
手
帳
」

を
毎
年
作
成
し
、
社
員
に
配
布
し
て
い

る
。
全
社
員
が
参
加
す
る
「
岡
塾
」
も

月
１
回
開
催
し
て
い
る
。

　
経
営
理
念
を
浸
透
・
実
現
さ
せ
る

に
は
、
あ
き
ら
め
ず
に
根
気
強
く
取

り
組
む
こ
と
が
重
要
だ
。
社
員
は
、

最
初
は
「
こ
の
人
は
本
気
な
の
か
」

と
い
う
目
で
見
て
い
る
。
ま
た
、
社

員
も
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
で
あ
り
、

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
へ
の
お
役
立
ち

は
労
働
条
件
の
向
上
な
ど
、
自
分
た

ち
に
も
関
わ
っ
て
く
る
こ
と
だ
と
伝

え
た
。
社
員
の
共
感
を
得
る
ま
で
に

は
５
年
ぐ
ら
い
か
か
っ
た
。

　
安
定
し
た
利
益
を
継
続
的
に
生
む

こ
と
を
常
に
念
頭
に
置
い
て
い
る
。

原
材
料
と
な
る
魚
の
資
源
量
の
問
題

や
価
格
高
騰
な
ど
、
経
営
環
境
は
非
常

に
厳
し
い
が
、
設
定
し
た
利
益
目
標
に

到
達
し
た
ら
、
社
内
外
の
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
と
の
信
頼
関
係
を
よ
り
強
固
に

す
る
こ
と
に
お
金
を
か
け
て
い
る
。

　
オ
カ
フ
ー
ズ
（
本
社
＝

東
京
・
築
地
）
は
、
「
環

境
整
備
活
動
」
な
ど
で
組

織
の
土
壌
を
整
え
、
経
営

理
念
や
経
営
戦
略
な
ど
の

明
確
化
・
共
有
化
を
行

い
、
従
業
員
へ
の
浸
透
を

図
る
こ
と
で
、
安
定
し
た

収
益
を
継
続
的
に
生
む
仕

組
み
を
構
築
し
て
い
る
。

　
同
社
は
、
製
法
特
許
を

持
つ
「
骨
取
り
切
身
百
選

Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
」シ
リ
ー
ズ
や
、

嚥
下
が
し
や
す
い
よ
う
、

ふ
ん
わ
り
や
わ
ら
か
な
食

感
に
仕
上
げ
て
い
る
「
ふ

ん
わ
り
漬
魚
」
な
ど
の
開

発
・
製
造
・
販
売
を
手
掛

け
る
「
魚
」の
専
門
会
社
。

　
日
本
生
産
性
本
部
で
は

２
０
１
２
年
度
か
ら
、
組

織
・人
事
制
度
の
構
築
、月

次
業
績
管
理
の
仕
組
み
の

高
度
化
支
援
な
ど
を
行
っ

て
き
た
。近
年
は
、マ
ネ
ジ

ャ
ー
層
に
よ
る
月
次
で
の

業
績
等
の
進
捗
管
理
や
、

各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
テ
ー
マ

ご
と
の
中
期
経
営
計
画
の

進
捗
状
況
確
認
と
検
討
な

ど
を
支
援
し
て
い
る
。

　
２
０
１
１
年
８
月
に
社

長
に
就
任
し
た
岡
孝
行
代

表
取
締
役
は
、
「
会
社
を

変
え
る
に
は
一
人
で
は
難

し
い
と
思
っ
た
。
当
時
は

組
織
・
人
事
制
度
に
課
題

が
あ
っ
た
の
で
、
生
産
性

本
部
に
相
談
し
た
。
そ
こ

で
、
鍵
谷
さ
ん
に
『
一
倉

定
の
経
営
心
得
』
と
い
う

本
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、

そ
れ
ま
で
の
自
分
の
考
え

方
が
間
違
っ
て
い
た
こ
と

に
気
付
い
た
。
本
に
『
環

境
整
備
を
や
り
な
さ
い
』

『
方
針
書
や
経
営
計
画
書

を
作
り
な
さ
い
』『お
客
様

を
訪
問
し
な
さ
い
』
と
書

い
て
あ
っ
た
の
で
、
そ
の

通
り
に
実
践
し
た
。
当
初

は
社
内
外
か
ら
反
発
を
受

け
た
が
、
あ
る
と
き
か
ら

『
会
社
は
こ
う
あ
る
べ
き

だ
』
で
は
な
く
、
『
み
ん

な
で
一
緒
に
幸
せ
に
な
り

た
い
』
と
意
識
す
る
よ
う

に
な
り
、
ど
う
し
た
ら
社

員
に
や
り
が
い
を
持
っ
て

も
ら
え
る
の
か
、
社
員
に

幸
せ
に
な
っ
て
も
ら
え
る

の
か
を
考
え
る
よ
う
に
な

っ
た
ら
、
少

し
ず
つ
信
頼

関
係
が
生
ま

れ
て
き
た
」

と
語
る
。

　
「
環
境
整

備
活
動
」は
、

朝
礼
後
に
行

わ
れ
、
社
長

以
下
全
員
が

参
加
す
る
。

掃

除

の

ほ

か
、
モ
ノ
・

仕
事
・
メ
ー
ル
・
デ
ー
タ

な
ど
の
有
形
・
無
形
の
不

要
な
も
の
を
廃
棄
す
る
整

理
整
頓
や
、「３
定
」
（
定

位
置
・
定
品
・
定
数
）
の
推

進
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
２
０
１
８
年
の
６
月
か

ら
は
、
３
カ
年
の
中
期
経

営
計
画
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
。
中
計
の
具
体
的
な
取

り
組
み
テ
ー
マ
と
し
て
、

「
既
存
販
売
市
場
の
高
収

益
構
造
化
」
「
生
産
管
理

機
能
の
強
化
に
よ
る
生
産

性
向
上
」
「
業
務
革
新
活

動
に
よ
る
労
働
生
産
性
革

新
」
な
ど
を
掲
げ
、
テ
ー

マ
ご
と
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
編
成
し
、
月
次

の
会
議
で
進
捗
状
況
の
共

有
化
を
図
っ
て
い
る
。

　
業
務
革
新
活
動
で
は
、

全
部
署
の
あ
ら
ゆ
る
業
務

を
す
べ
て
見
直
し
、
マ
ニ

ュ
ア
ル
と
ス
キ
ル
マ
ト
リ

ッ
ク
ス
を
用
い
た
多
能
工

化
、業
務
の
統
合
、ペ
ー
パ

ー
レ
ス
化
、
ロ
ボ
ッ
ト
の

導
入
な
ど
で
徹
底
的
に
効

率
化
を
図
っ
た
。

　
「
業
務
革
新
活
動
な
ど

に
よ
っ
て
、
定
型
業
務
の

時
間
を
全
体
で
４
割
程

度
、
削
減
で
き
た
。
１
人

当
た
り
の
年
間
実
労
働
時

間
は
、
５
年
前
と
比
べ
る

と
６
０
０
～
７
０
０
時
間

短
く
な
っ
た
。
一
日
の
所

定
労
働
時
間
を
８
時
間
か

ら
７
・
５
時
間
に
短
縮

し
、
定
時
退
社
時
間
を
�

時
半
か
ら
�
時
に
早
め

た
。
成
果
の
一
部
は
、
特

別
賞
与
と
し
て
還
元
し
て

い
る
」
（
岡
社
長
）
。

　
ま
た
、
同
社
の
管
理
職

は
部
下
へ
の
指
示
や
命
令

を
行
わ
ず
、
評
価
も
行
わ

な
い
。
「
社
員
約
�
人
の

規
模
な
の
で
、
社
長
が
直

接

面

談

し

て
、
対
応
し

た
方
が
一
番

い
い
と
考
え
た
。
指
示
、

命
令
、
評
価
が
絡
む
と
、

『
指
示
さ
れ
た
こ
と
を
や

ら
な
い
と
評
価
が
下
が
る

の
で
は
な
い
か
』
と
い
っ

た
忖
度
が
お
互
い
に
働

き
、
仕
事
に
集
中
で
き
な

い
。
部
門
長
は
部
下
の
仕

事
が
し
や
す
い
よ
う
な
環

境
を
つ
く
る
こ
と
に
徹

し
、
問
題
が
起
き
た
と
き

の
フ
ォ
ロ
ー
に
回
る
仕
組

み
に
変
え
た
。
社
員
は
社

外
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

と
の
関
係
構
築
な
ど
の
外

向
き
の
仕
事
に
集
中
し
た

ら
、
生
産
性
が
向
上
し
、

指
示
待
ち
も
減
っ
た
」（岡

社
長
）
と
い
う
。

　
岡
社
長
は
Ｃ
Ｈ
Ｏ
（
最

高
健
康
責
任
者
）
を
兼
任

し
て
お
り
、
社
員
の
健
康

に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

健
康
増
進
の
た
め
の
ス
ポ

ー
ツ
ジ
ム
・
ヨ
ガ
教
室
な

ど
の
受
講
費
用
の
半
額
会

社
負
担
や
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
予
防
接
種
費
用
の

全
額
会
社
負
担
な
ど
が
行

わ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
の
結

果
、
離
職
率
は
大
き
く
低

下
し
、
こ
こ
数
年
、
社
員

は
誰
も
辞
め
て
い
な
い
と

い
う
。
今
後
は
、
海
外
市

場
へ
の
展
開
な
ど
を
図
っ

て
い
く
予
定
だ
。

　
　
　
　

◇

　
記
事
の
問
い
合
わ
せ
は

日
本
生
産
性
本
部
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
部
、
電
話
�

（
３
５
１
１
）
４
０
６
０

ま
で
。


